
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定日：

株式会社　平岡物産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日：2023年6月9日

2022年度環境活動レポート

　（対象期間：2022年4月～2023年3月）



③使用する事務用品（コピー紙）等消耗品の節減

④事業場周辺の清掃活動等環境保全の推進

【環境理念】

①電力・自動車燃料の消費節減と二酸化炭素排出量の削減

資源リサイクルと環境負荷低減に取り組んで参りました。

【行動計画】

１．ごあいさつ

弊社は平成元年に創業し、以来島根県一円の古紙リサイクルを中心として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　平岡物産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　平岡　優澤

２．環境方針

廃棄物を取り巻く環境は厳しく、出雲市においても廃棄量が増加するなど

株式会社　平岡物産

発展へとつなげていきたいという思いから、新たに取組む運びとなりました。
エコアクション21への取組を通じて自社の状況を可視化し、さらなる活動の

環境負荷の低減が難しい状況が続いていますが、弊社の活動を通じて少しでも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　平岡物産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　平岡　優澤

循環型社会の形成に貢献できるよう活動を推進していきます。

株式会社平岡物産は、環境負荷の低減と資源リサイクル活動を通じて、持続可能な循環型社会の
形成に貢献し、全社一丸となって緑豊かな自然環境との共生に取り組むことを基本理念とする。

➄環境コミュニケーションの推進

⑥環境関連法規制等の遵守

環 境 方 針

②廃棄物の３Ｒ（減量、再使用、再生利用）の推進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日：2019年10月 1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定日：

これらのことについて、社印への徹底を図り、環境方針に沿った環境目標、環境活動計画を定
め、また定期的にこれらの見直しを行い、継続的な改善に努めます。
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３．取組対象組織・活動

　　　環境管理責任者　　代表取締役　　　平岡　優澤　        TEL：0853-22-6184

　　　担当者　　　　　　              　石橋　勝美　　　　　TEL：0853-25-9117

本社 平野工場 雲南営業所

14名 4名 無人

330㎡ 495㎡ 10㎡

(認証・登録の対象組織及び活動）

　　製紙原料問屋、産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業、一般廃棄物収集運搬業

（５）事業活動内容

　　　　4トン　　パッカー車　　　　　　　 3台　　　　　　　　　　　TCM　　　　 　   FD25T3　　　　  最大荷重：1.95トン

 （７）事業年度     　　　4月～3月

　   製紙原料問屋、産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業、一般廃棄物収集運搬業

 （３）産業廃棄物（一般廃棄物）収集運搬対象車両と中間処理設備等

　　　　3トン　　パッカー車　　　　　　　 8台　　　　　　　　　　　TCM          　   FHD25Z5　　　   最大荷重：1.85トン

  　　 対象活動：株式会社　平岡物産の下記の全事業活動が対象

         4トン　　アームロール車　　　 　1台　　　　　　　　　　　TCM               FD25C3　　　　  最大荷重：1.90トン

　　　　　　代表取締役　　平岡　優澤

　　　15トン　　トラック　　　　　　　　　  1台　　　　　　　　　　　ユニキャリア　   FHD35T5S　　   最大荷重：1.85トン

　　　　6トン　　パッカー車　　　　　　　 1台　　　　　　　　　　　ユニキャリア　   FD25C3Z　　　  最大荷重：1.85トン

　　　　2トン　　パッカー車　　　　　　　 2台　　　　　　　　　　　TCM          　   FHD25Z5　　　   最大荷重：2.10トン

         6トン　　アームロール車　　　 　2台　　　　　　　　　　　TCM          　   FD30T3　　　　  最大荷重：1.85トン

　　　本社　　　　　　　　　　　島根県出雲市大塚町1118-4

　　　資本金：　５００万円

　　　　　　株式会社　平岡物産

（３）所在地

（４）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

（１）名称及び代表者名

　　　古紙処理量　　　　　　　　　　　　　　11,526トン（2022年度）

      一般廃棄物収集運搬量           　　　　　695トン（2022年度）

       従業員数、延床面積

従業員　　　　　

本社自社廃棄物保管場所：保管量　　　　　　　　　　4㎥

平野工場廃棄物積積替え・保管場所：面積　　　　　 44㎡

 （１）登録組織名： 株式会社　平岡物産

　　　駐車場　　　　　　　　　　島根県出雲市大塚町1145番地2

　　　産業廃棄物収集運搬量           　　　　  924トン（2022年度）

　　　産業廃棄物処分量　　　　　　　　　　　 　495トン（2022年度）

　　　雲南営業所　　　　　　　　島根県雲南市木次町里方608番地3

（６）事業の規模

 （２）対象組織：株式会社　平岡物産の全組織が対象

      設立年月日：２０１５年１０月１日

（組織の概要）

　　　平野工場　　　　　　　　　島根県出雲市平野町366

 
（２）設立年月日及び資本金

延べ床面積　　　

　　　駐車場　　　　　　　　　　島根県出雲市大塚町1139番地1,3,7

　　・車両（25台：種類との能力）                                     ・フォークリフト（8台：メーカー、型式、能力）

　　　売上高　　　　　　　　　　　　　　　　 369百万円（2022年度）

平野工場自社廃棄物保管場所：保管量　　　　　　　　4㎥

平野工場廃棄物積積替え・保管場所：保管量　　　14.16㎥
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５．産業廃棄物処理方式と処理工程

　・選別機

　　　東京自働機械　　　　　 　RS15E　　　　　　　　　　　　　圧縮能力：120トン/日

　・島根県知事　許可番号10　　　 　　許可日：平成29年9月21日

　・破砕機（処分業に使用する破砕機の種類と能力と台数）

　　　廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等➡選別➡廃プラスチック類➡圧縮➡販売

　・溶融機

　・選別

         3トン　　小型ユニック車　　　  　1台

　・島根県公安委員会　許可番号711069001194　許可日：平成30年1月1日

         　・大田市長　　許可番号465 　　 　　許可日：令和4年1月1日　　　許可期限：令和5年12月31日

（４）一般廃棄物収集運搬業許可

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　➡金属くず➡圧縮➡販売

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　➡ガラスくず等➡埋め立て処分

　　・圧縮

　・島根県知事　許可番号3220186683 　許可日：令和3年3月5日　　　　許可期限：令和10年2月8日

         2トン　　アームロール車　　　 　1台　　　　　　　　　　　TCM        　    FHD30Z　　        最大荷重：1.95トン

         　・雲南市飯南町事務組合　許可番号7　許可日：令和4年4月1日　　 許可期限：令和6年3月31日

    許可品目                　　　　　　 

　・圧縮機

（１）産業廃棄物収集運搬業許可

         2トン　　平ボディー車　　　　  　 3台

　　　紙くず➡圧縮➡販売

　　・溶融

　　廃プラスチック類（発泡スチロール）➡溶融➡販売

　　　海洋エンジニアリング　　SPB-20　　　　　　　　　       溶融能力：186.2キロ/日

         　・出雲市長　　許可番号49　　　 　　許可日：令和4年1月1日　　　許可期限：令和5年12月31日

（５）古物商許可

　　圧縮：廃プラスチック類、紙くず、金属くず

　　溶融：廃プラスチック類

　　許可品目：汚泥、廃油、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維く
ず、動植物性残さ、　ゴムくず、金属くず、ガラスくず等、鉱さい、がれき類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　➡ガラスくず等➡販売

         3トン　　平ボディー車　　　　  　 1台

　　　エーイーエム　　　　　APC－3550-F1HR　　　 選別能力：5.328トン/日

４．事業に関する許可等

　・島根県知事　許可番号3210186683 　許可日：令和2年12月25日　　　許可期限：令和9年12月23日

（２）産業廃棄物処分業許可

（３）廃棄物再生事業者登録

　　選別：廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等

（６）金属くず商

　・島根県公安委員会　許可番号262　許可日：平成30年1月1日

3



６．組織図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　

　

　

大塚工場
管理

平野工場
管理

事業古紙
回収班

家庭古紙
回収班

廃棄物処
理班

製品輸送

単位 2020年 2021年 2022年

kg-CO2 408,937 413,971 407,927

kwh 112,312 110,044 112,421

L 1,877 693 319

L 127,341 130,952 128,309

L 0 0 0

ｋｇ 0.6 2.7 13.3

トン 527 493 495

トン 1,872 961 924

トン 890 661 695

トン 10.84 12.05 5.29

トン 14.97 22.47 37.34

㎥ 767 512 431

kg 96 80 50

軽油使用量

ガス消費量

受託一廃収運量

受託産廃収運量

一般廃棄物量排出量

産業廃棄物排出量

紙使用量

７．主な環境負荷の実績（全社）

電気使用量

項　目

二酸化炭素総排出量

ガソリン使用量

環境管理責任者

総排水量（水使用量）

　代表取締役

受託産廃処分量

　※電力からのCO2排出量算出は中国電力平成29年度二酸化炭素調整後排出係数：0.677kgーCO₂/kwh 使用

灯油使用量

環境事務局

取締役
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（基準年
度)

（目標） （実績） （実績） （実績）

kg-CO₂ 340,020 336,620 408,932 413,971 407,927

基準年比 (2018
年）

1%減 21%増 24%増 24%増

ｋｗｈ 101,171 100,159 112,312 110,041 112,421

基準年比 (2018
年）

1%減 12%増 11%増 15%増

1,876 数値なし 1,877 693 319

(2020
年）

63%減 83%減

103,465 102,430 127,341 130,952 128,309

(2018
年）

1%減 24%増 29%増 28%増

0 0 0 0 0

(2018
年）

0% 0% 0% 0%

2 数値なし 0.6 2.7 13.3

(2020
年）

35%増 565%増

t 17 16.83 14.96 22.47 37.34

基準年比 (2018
年）

1%減 11%減 32%増 119%増

kg 1,600 1,584 1,084 1,205 529

基準年比 (2018
年）

1%減 32%減 23%減 66%減

㎥ 689 682 767 512 431

基準年比 (2018
年）

1%減 12%増 25%減 35%減

使用なし 使用なし 使用なし 使用なし

グリーン
購入推進

グリーン
購入推進

グリーン
購入推進

省エネ運転
推進

省エネ運転
推進

省エネ運転
推進

化学物質適正管理（数値目標設定なし）

８．環境目標及びその実績（全社）

二酸化炭素排出量削
減

　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2020年 2022年

灯油使用量削減

軽油使用量削減

2021年基準値

電力使用量削減

ガス消費量削減
　　　kg
基準年比

グリーン購入（数値目標設定なし）

受託産業廃棄物の収集運搬、処分の環境
配慮（数値目標設定なし）

　　　L
基準年比

ガソリン使用量削
減

L
基準年比

産業廃棄物排出量削
減

　　　L
基準年比

一般廃棄物排出量削
減

水使用量削減

　※電力からのCO2排出量算出は中国電力平成28年度二酸化炭素排出係数：0.677kgーCO2/kwh 使用
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達成状況 次年度

数値目標 80%
◎ 継続
〇 強化
◎ 継続
× 強化
△ 継続
◎ 継続
◎ 継続
× 強化
◎ 継続
× 強化
〇 強化

数値目標 80%
× 継続
〇 継続
〇 継続
△ 継続
△ 継続
◎ 継続
〇 継続

数値目標 80%

× 強化

× 強化
△ 継続

数値目標 80%

× 継続
× 継続

100%
◎

100%
〇 強化
◎ 継続
◎ 継続

数値目標

◎ 継続

・化学物質の適性管理

化学物質の適性管理
数値目標 　数値目標は、設定しない

取り組み計画 評　価（結果と次年度の取組内容）

９．環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

活動実施状況：◎（100%以上実施）　○(90%以上～100%未満実施）　△(80%～90%実施）　×（80%未満実施）

電力による二酸化炭素排出量の削減

　　■継続　　□基準見直し
・エアコン温度の適正化（冷房27℃　暖房21℃） 目標は74%達成できたが、電力使用量が増加

しており機械設備の運転の見直し強化が必要
と思われる。その他の活動は、概ね適正に実
施された。環境活動計画は、次年度も継続。

・夜間休日のOA機器の電源off
・照明器具の適正使用（不要時消灯等）、清掃等

・エアコンフィルターの定期清掃
・電力不要時の負荷切断
・ブラインド使用による熱の出入りの調整
・冬はウオームビズ、夏はクールビズ推進

自動車燃料・重機燃料による二酸化炭素排出量の削減

　　■継続　　□基準見直し

・梱包機電力不要時の負荷遮断
・溶融機電力不要時の負荷遮断

・エコドライブ１０の実施
・車両の定期点検と整備の徹底
・タイヤ空気圧の点検

エコドライブの実施など車の燃費向上に関す
る取り組みを行ったが目標は達成できなかっ
た。さらなる推進と経路の合理化を進める。環
境活動計画は、次年度も継続。・収集運搬時の積み荷の平準化

一般廃棄物の削減

・収集運搬時の合理的な経路の選択

・フォークリフト使用時の効率化(一括処理）

・給湯器の適正使用

排出抑制の呼びかけと分別により目標を達
成できた。その他の環境活動計画は、次年
度も継続。

・一般廃棄物の資源化促進

　　■継続　　□基準見直し

・一般廃棄物の分別促進

産業廃棄物の削減

・コピー紙使用量の削減

次年度以降も継続し評価を図る。

目標は未達成である。資源化に向けた分別の
徹底によりリサイクルを推進していく。環境活
動計画は、次年度も継続。

・産業廃棄物の資源化促進

　　■継続　　□基準見直し

・産業廃棄物の分別促進

節水

　数値目標は、設定しない

目標は達成。次年度以降も継続し評価を図
る。・手洗い等日常的な節水

　　■継続　　□基準見直し

・洗車時の節水励行

グリーン購入の推進

・圧縮機電力不要時の負荷遮断
・選別機電力不要時の負荷遮断

目標は設定せず、活動評価であるが、グリー
ン製品リストの作成や購入の推進は、計画の
通り実施。環境活動計画は、次年度も継続。

化学物質の使用はなかった。

コピー用紙使用量の削減
   数値目標

・漏水の定期点検

数値目標

　　■継続　　□基準見直し
・コピー用紙使用量の削減

・事務用品のグリーン製品購入推進
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数値目標 100%

◎ 継続
◎
◎

数値目標

継続

次年度環境目標（2022年度を基準年とした2023～2025年度目標）

（基準年
度)

（目標） （目標） （目標）

kg-CO₂ 407,927 405,887 403,848 401,808

基準年比 (2022
年）

0.5%減 1%減 1.5%減

ｋｗｈ 112,421 111,859 111,297 110,735

基準年比 (2022
年）

0.5%減 1%減 1.5%減

319 317 316 314

(2022
年）

0.5%減 1%減 1.5%減

128,308 127,666 127,025 126,383

(2022
年）

0.5%減 1%減 1.5%減

0 0 0 0

(2022
年）

0% 0% 0%

13.3 13.2 13.2 13.1

(2022
年）

0.5%減 1%減 1.5%減

t 37.34 37.15 36.97 36.78

基準年比 (2022
年）

0.5%減 1%減 1.5%減

kg 529 526 524 521

基準年比 (2022
年）

0.5%減 1%減 1.5%減

㎥ 431 429 427 425

基準年比 (2022
年）

0.5%減 1%減 1.5%減

次年度の「環境目標」は次表のとおりで次年度の「環境活動計画」は上表の　評価（結果と次年度の取組内
容）欄のとおり。

　　目標の設定は、しない

目標も活動も計画の通り実施し、リサイクルを
通じた寄付活動なども実施できた。環境活動
計画は、次年度も継続する。

再資源化品（環境配慮製品）の販売促進

社会貢献（環境美化活動）（目標は、設定していないが、活動を評価する）

古紙発生の減少はあるが需要は回復してい
る。環境活動計画は、次年度も継続。

・古紙の販売促進
・インゴットの販売促進

・地域のエコリサイクル活動の支援活動
・事業場周辺等の美化活動実施

・圧縮機・選別機・梱包機・溶融機と同じ節電活
動

受託産業廃棄物の収集運搬・処分における環境配慮
   数値目標

・金属くずの販売促進

燃費の向上の運転、機械類の節電活動は、
社員全員の努力で日常的に実施されていた
が結果に結びつかなかった。次年度以降も継
続し改善を図る。

　　■継続　　□基準見直し

　　化石燃料目標と同じ活動であり、数値目標は設定しな

　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

基準値 2024年 2025年

二酸化炭素排出量削
減

・収集運搬車両燃料削減などの化石燃料と同じ
活動

電力使用量削減

ガソリン使用量削
減

L
基準年比

軽油使用量削減
　　　L
基準年比

灯油使用量削減
　　　L
基準年比

2023年

ガス消費量削減
　　　kg
基準年比

産業廃棄物排出量削
減

一般廃棄物排出量削
減

水使用量削減
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使用なし 使用なし 使用なし

グリーン
購入推進

グリーン
購入推進

グリーン
購入推進

省エネ運転
推進

省エネ運転
推進

省エネ運転
推進

１０．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　法的遵守義務等を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

　なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。

１１．代表者による全体の評価と見直し・指示

EA21の取組を開始し四度目の評価となったが、自社内で環境負荷の大きい化石燃料使用量及び電力使
用量削減が効果が現れておらずの大きな課題として未だ解決の目途が立っていない。
これらが車両運行時間や季節性の問題であるのか、取組自体の見直しが必要なものなのかを見極めつ
つ今後の取組の改善へとつなげていきたい。
また昨年から引続き自社排出の廃棄物量が増加しており、原因を調査し逓減に向けた取り組みを進め
たい。
総括としては、現在の活動計画を継続実施しさらなる状況の改善に努めていく。

・環境方針：変更なし
・環境目標：変更（2022年度を基準年とし、2023～2025年目標設定）
・環境活動計画：変更なし（継続、強化）
・実施体制：変更なし

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

道路運送車両法

　環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

家電リサイクル法

産業廃棄物収取運搬基準遵守、産業廃棄物処理基準順守、産業廃棄物保管
基準順守、産業廃棄物委託基準遵守

使用済み自動車を引取業者に引き渡し義務遵守

特定家電の廃棄時には再商品化する業者への引き渡し義務遵守

日常点検整備、定期点検整備、点検整備記録簿の備え付け等の遵守

廃棄物処理法

自動車リサイクル法

化学物質適正管理（数値目標設定なし）

グリーン購入（数値目標設定なし）

受託産業廃棄物の収集運搬、処分の環境
配慮（数値目標設定なし）

　※電力からのCO2排出量算出は中国電力平成28年度二酸化炭素排出係数：0.677kgーCO2/kwh 使用
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